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最新鋭設備導入により、ヒトゲノム解析能力を大幅に拡充 

 

タカラバイオ株式会社は、最新鋭の次世代型 DNA シーケンサーおよび超高速デ

ータ解析サーバーを当社の遺伝子解析施設であるバイオメディカルセンター（滋賀県

草津市）に新たに導入し、ヒトゲノムなどの遺伝子解析能力を大幅に拡充しました。 
 

当社は、従来より、最新鋭の遺伝子解析を独自のノウハウで運用し、アカデミアや民

間の研究機関、臨床検査企業向けに遺伝子解析サービスを提供してまいりました。今

回導入した米国イルミナ社製“NovaSeq6000”は、これまで利用してきた次世代シーケ

ンサーの 6 倍のデータを産生し、作業時間を約 1/3 に短縮します。また、シーケンス

データから遺伝子変異を検出する工程では、米国エディコゲノム社製“DRAGEN 

Bio-IT Processor”を用いることにより、データ解析時間をこれまでの約 1/25に短縮す

ることができます。これらの新設備と当社のゲノム解析分野での長年の経験やノウハウ

を統合することにより、当社バイオメディカルセンターのゲノム解析能力は、従来比 4

倍、解析スピードは 2倍と飛躍的に高まりました。 
 

ヒトゲノム解析の分野では、近年、アカデミアを中心とした「先端ゲノム研究」に加え、

臨床分野では癌組織や血中循環腫瘍細胞の持つゲノム変異情報を次世代シーケン

サーによって解析（クリニカルシーケンス）し、その遺伝子情報を診断や治療に利用す

る「癌ゲノム医療」の動きが急速に高まっています。当社は、これらクリニカルシーケン

スに必要となる超微量核酸分析について、独自技術に加え、米国の WaferGen 

Bio-systems 社と Rubicon Genomics 社を買収するなど、本分野を推進するため

の技術開発に努めています。 
 

当社は、これらのシーケンス解析サービスの需要に応え、ゲノム医療を含む

CDMO 事業を拡大することに注力しており、ゲノム解析分野で、新たなサービス、

製品開発を通じ事業の拡大を進めてまいります。 
 
 
（ご参考） NovaSeqシーケンサー導入に合わせたキャンペーンを展開しています。      

詳細はリンクをご覧ください。 

＜http://catalog.takara-bio.co.jp/PDFS/cus_introduction_campaign_of_novaseq.pdf＞ 
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当資料取り扱い上の注意点 

資料中の当社による現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する

見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重

大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際

の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績

に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価

格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対す

る侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに

限定されるものではありません。 

                                                          
 

  

 

 

 

  

この件に関するお問い合わせ先 

タカラバイオ株式会社 
広報・IR 部 

Tel 077-565-6970 
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＜参考資料＞ 

 
 

【語句説明】 

次世代型 DNAシーケンサー 

従来のサンガー法を基にしたシーケンサーとは異なる原理に基づいた塩基配列解

析装置で、数百から数億個の塩基配列データを並列に大量取得することができま

す。大量に取得したデータは、専用の計算機サーバーで目的に応じて処理されま

す。大量の塩基配列データが取得できるため、ヒトゲノム解析や癌などの疾病の原

因解明や診断など多目的に使用される機会が増えています。 
 

ゲノム医療 

ゲノムとは、個々の生物の遺伝情報の全体を指します。ゲノムの情報を医療に活用

し、効率的で効果的な疾患の診断・治療・予防を行うことをゲノム医療と呼んでお

り、特に癌の診断や治療にゲノム情報を利用することを癌ゲノム医療と呼んでいま

す。 
 

CDMO事業 

再生医療等製品などの製品開発支援サービス事業を、当社では、CDMO

（Contract Development and Manufacturing Organization）事業と呼んでいま

す。遺伝子導入用ベクターの製造や細胞加工、遺伝子解析、安全性試験などの

受託サービスなどが含まれます。 
 
 


